


























　死者の復活に関するイエスの考えは，マルコ 12 : 18-27に見られるイエスとユダヤ
［ 報 告 ］






代誌』13.171-173, 289-98 ;『ユダヤ戦記』2.160-165 ; 使 23 : 8）。彼らは，ある女性
が生前に夫を亡くし，レヴィラート婚の習慣に従って（申 25 : 5-10），その弟と結婚
することを繰り返し，生涯に 7人の男性と婚姻関係を持つ結果となったような場合，
もし，世の終わりに死者の復活が起これば，一体誰の妻となるのかと問いかけた（マ






人は復活して祝福を受け天国に入るとされた（ダニ 12 : : 1-4 ; IIマカ 7 : 1-41）2。死
者の復活の観念については当時のユダヤ教の中に異なった意見があり，ファリサイ派
は肯定し，サドカイ派は否定した（ヨセフス『ユダヤ古代誌』13.171-173, 289-98 ;『ユ











1　E. Lohmeyer, Das Evangelium des Markus （KEK ; 17. Aufl., ; Göttingen : Vandenhoeck & 
Ruprecht, 1967） 255-256 ; J. Gnilka, Das Evangelium nach Markus （2 Bde ; EKK II ; Neukirchen-
Vluyn : Neukirchener Verlag ; Zürich : Benzinger, 1989） II 157-159 ; R. T. France, The Gospel of 








のよう」であるとする以上には語っていない（エチ・エノ 15 : 7 ; 51 : 4も参照）。
さらに，イエスは，「私はアブラハムの神，イサクの神，ヤコブの神である」という
旧約聖書の言葉を死者の復活を示す根拠として引用した後に（出 3 : 6），神は「生き
ている者の神」であることを強調して，話を締め括っている（マコ 12 : 27）。「わた
しはアブラハムの神，イサクの神，ヤコブの神である」という言葉は，出エジプト記




16 : 19-31 ; エチ・エノ 70 : 4 ; ベニ遺 10 : 5-6を参照）3。
　（2）　イエスにおける死の受容の問題
　福音書が描くところによれば，イエスはメシア僭称者として，エルサレムにおいて
ローマ総督によって十字架刑に処せられた（マコ 15 : 1-15 ; マタ 27 : 11-26 ; ルカ





人々を助けた後（マコ 1 : 14-9 : 29），弟子達を率いてエルサレムへと向かう（マコ
9 : 30-11 : 14）。弟子達は，エルサレムで自分達の先生が王位に就く栄光を夢想して
いたが（マコ 9 : 33-37 ; 10 : 35-45），イエス自身は自分がそこで指導者達によって
捕らえられ，拷問を受け，処刑されることを既に予知しており，弟子達には密かにそ
のことを告げていた（マコ 8 : 31-33 ; 9 : 30-32 ; 10 : 33-34並行）4。しかし，弟子達
3　佐藤研「新約聖書の死生観」『はじまりのキリスト教』36-37頁を参照。尚，Lohmeyer, 
257 ; 大貫隆『イエスという経験』岩波書店，2003年，60-62頁は，「アブラハムの神，イサク
の神，ヤコブの神」という句に着目し（マコ 12 : 26），イエスが，族長たちが既に復活し，天
上で生きている者達であると考えていると解釈するが，終末以前に族長が復活したということ
を明示的に語る初期ユダヤ教文書はない。他方，Gnilka, 160 ; Collins, 562-564は，族長たちの
魂が死後，天上にあって，復活を待っている中間状態を想定している。さらに，E. Schweizer, 
Das Evangelium des Markus （NTD3 ; 17. Aufl. ; Göttingen : Vandenhoeck & Ruprecht, 1989） 136
は，神が契約の当事者として，族長たちを終末時に復活させることを述べていると考える。





の栄光を夢見ていたと福音書は述べている（マコ 10 : 35-45並行）。
　死の運命を受け入れる葛藤がイエスになかった訳ではない。最後の晩餐の後にエル
サレムの門外にあったゲツセマネの園で，イエスは弟子のペトロ，ヤコブ，ヨハネを
従えて祈りの時を持った（マコ 14 : 32-42並行）。イエスはこの時に，弟子達に死の
恐怖を語っている。マルコ福音書が語るところによれば，「イエスはひどく恐れて苦
しみ始め，『わたしは死ぬばかりに悲しい。ここを離れず，目を覚ましていなさい』





最終的運命を受け入れたとされている（マコ 14 : 32-36）。このイエスの姿は，初代
教会の人々に対して死の運命の受容の模範を示していた（ヘブ 5 : 7-9も参照）。
第 2節　イエスの死と復活






の破壊を予告したというものである（マコ 14 : 58 ; 15 : 29 ; マタイ 26 : 61 ; ヨハネ





ることを予期していた史的可能性は残る（ルカ 11 : 49-50 ; 12 : 50他を参照）。U. Wilckens, 
Theologie des Neuen Testaments （Band I.2 Jesu Tod und Auferstehung und die Entstehung der Kirche 
aus Juden and Heiden ; Neukirchen-Vluyn : Neukirchener Verlag, 2003） 1-15 ; A. J. M. Wedder-









このイエスの言葉は詩編 110 : 1とダニ 7 : 13-14を組み合わせた引用であり，「人の
子」は天来の審判者を指す称号であると解されていた（ダニ 7 : 13-14を参照）。イエ
スが自分を「人の子」と同視した上に，「全能の神の右に座り，天の雲と共にやって
来る」審判者として描いたことは，神の名を冒瀆する者として死に値するとされた（マ
コ 14 : 64）5。
　当時の最高法院はローマによって死刑にする権利を認められていなかったので（ヨ
ハ 18 : 31を参照），祭司長たちは死刑にする権威を持つローマ総督のもとにイエス









　イエスはローマの兵士たちによって十字架に架けられた（マコ 15 : 24）。十字架刑
は当時の最も残虐な死刑執行方法であり，受刑者は生きたまま杭に釘付けられ長い時
間苦しみながら死んでいった。当時の十字架刑は残虐さと恥辱さのイメージに結びつ
いていた（ヘブライ 12 : 2を参照）7。イエスが十字架刑に処せられたことは，ローマ
5　France, 612-618 ; D. L. Bock, Blasphemy and Exaltation in Judaism and the Final Examination of 
Jesus : A Philological-Historical Study of the Key Jewish Themes Impacting Mark 14 : 61-64 （WUNT 











罪者たちは政治犯でありローマへの反逆者たちであった（マコ 15 : 27「強盗」は反
逆者をローマ側から評価した呼び方）。
　十字架上のイエスは，昼の一二時からあたりは暗くなり，三時に及んだとき，「エ
ロイ，エロイ，レマ，サバクタニ」と叫んだ（マコ 12 : 33-34）。これは当時のユダ
ヤ人たちの日常用いていたアラム語で「わが神，わが神，なぜわたしをお見捨てになっ
たのですか」という意味であり，旧約聖書の詩編 22 : 2のアラム語による引用である。
受難物語はイエスの受難を主として旧約の詩編以来の苦難の義人のイメージで描いて





の言葉で終わるので（特に詩編 22 : 23-32を参照），イエスの十字架上の言葉も究極
的には，神への信頼の下に発せられたとする解釈もある10。
　ルカ福音書は十字架上で語ったイエスの別の言葉を伝えている。ルカ 23 : 46によ
れば，イエスは十字架上で息を引き取る直前に，「父よ，わたしの霊を御手にゆだね
ます」と言った（詩 31 : 6を参照）。この言葉は，十字架上に刑死する自己の運命を
受容し，すべてを神に委ねるに至ったイエスの姿を描き，苦難の運命を甘受して信仰
の生涯を貫く信徒の模範として提示している（使 7 : 59を参照）11。さらに，ヨハ
19 : 30は，イエスが十字架上で，「成し遂げられた」と語ったと述べる。そこでは，
十字架上の死によってイエスの生涯の業が完結したことが強調されている。
8　G. Barth, Der Tod Jesu Christi im Verständnis des Neuen Testaments （Neukirchen- Vluyn :  Neu-
kirchener Verlag, 1991） 28-32.
9　Lohmeyer, 345-346 ; Gnilka, 321-322 ; France, 652-653 ; Collins, 753-755 ; Wilckens, Theolo-
gie, I. 2, 105-107を参照。尚，大貫，『イエスという経験』215頁は，イエスの十字架上の叫びを
「自分自身にとって意味不明な死」についての「懸命な問い」だったことを強調する。
10　E・シュタウファー（高柳伊三郎訳）『イエス : その人と歴史』日本基督教団出版局，1962年，
156-157 頁 ; F. J. Matera, Kingship of Jesus : Composition and Theology in Mark 15 （Chico, CA ;  
Scholars, 1982） 132-135 ; J. W. van Henten, “Jewish Martyrdom and Jesus’ Death,” in Deutungen des 




























リラヤの山へ行く（マタ 26 : 32 ; 28 : 10）。ガリラヤはイエスが弟子たちを召し














あなたがたと共にいる」（マタ 28 : 18b-20私訳）。
第 2節　パウロの死生観
　（1）　死の起源
　パウロは創世記の堕罪の物語（創 3 : 1-24）を黙示的視点から再解釈し，「一人の
人を通して，世界に罪が，また，罪を通して死が入った。こうして，すべての人に
死は到来し，すべての人々は罪を冒した」（ロマ 5 : 12）と述べる。この部分は，人
間に対する罪の普遍性を述べている部分であるが，同時に，世界に死が存在するよ
うになった起源についての説明を与えている。創世記の記述自体は，アダムとエヴァ
がヤハウェの言いつけに反して禁断の木の実を食べたために（創 2 : 15 ; 3 : 6-7），
楽園から追放される際に，アダムへの罰として，労働の苦しみと生涯を終えれば，「土
に帰る」ことが宣告されたと述べている（創 3 : 17-19）。楽園追放の目的は，命の





（IVエズラ 3 : 3-7を参照）。人類の始祖アダムの不従順によって，世界に罪と死が入っ
たとパウロが述べる時，罪と死が人格化されて，全人類の歴史を支配する力として
捉えられている。パウロはモーセの律法の到来以前の人々にも死が不可避であった
事実を，罪の支配の証拠としてあげている（ロマ 5 : 14）。アダム以後の世代の人間
にとり，罪と死は不可避な宿命として人間に及ぶのであるが，罪は人間の思いと行
動によって現実化するので，「こうして，すべての人に死は到来し，すべての人々は
罪を冒した」とパウロは付け加えている（ロマ 5 : 12）。
さらに，パウロは死の起源の話を，アダム-キリスト予型論の中に位置づけ，一人
の人イエス・キリストの死という義なる行為を通して，死の支配が打ち破られて，














コ 10 : 45 ; ロマ 3 : 25 ; 4 : 25 ; ガラ 1 : 5 ; Iコリ 5 : 7を参照），或いは，代理の死（ロ
マ5 : 6, 8 ; 8 : 32, 35 ; 10 : 9 ; 14 : 15 ; ガラ3 : 13 ; Iコリ15 : 3を参照）と理解した。
こうしたキリストの死の理解の形成にあたっては，旧約聖書の祭儀的贖罪の表象（出
21 : 30 ; 25 : 17-22 ; 30 : 12 ; レ ビ 5 : 16-19 ; 9 : 1-21 ; 16 : 13-19, 29-34 ; 23 : 27-
32 ; 民 35 : 31-32），奴隷の贖い（身請け）の表象（出 21 : 2-8 ; レビ 25 : 48-51 ; 申
15 : 12-18），イザヤ書 53章の苦難の僕の姿（イザ 53 : 3-5, 10-12），さらには，ヘレ
ニズム・ユダヤ教が発達させた義人の死による民の罪の贖いの表象（IIマカ 7 : 37-
38 ; IVマカ 6 : 27-29 ; 17 : 21-22を参照）が複合的に働いたと推測される16。
15　原口尚彰『新約聖書神学概説』教文館，2009年，68-70頁を参照。
16　詳しくは，Barth, 37-71 ; W. Kraus, Der Tod Jesu Christi als Heiligtumsweihe.  Eine Untersuc-
hung zum Umfeld der Sühnevorstellung in Römer 3, 25-26a （Neukirchen-Vluyn : Neukirchener Ver-
lag, 1991）;  H. Merklein, “Der Tod Jesu als stellvertretender Sühnetod.　Entwicklung und Gehalt 
einer zentralen neutestamentlichen Aussage,” in ders., Studien zu Jesus und Paulus （WUNT 43 ;  
Tübingen :  Mohr-Siebeck, 1987） 181-191 ; “Der Sühnetod Jesu nach dem Zeugnis des Neuen Testa-
ments,” in ders., Studien zu Jesus und Paulus II （WUNT 105 ; Tübingen : Mohr-Siebeck, 1998） 
31-59 ;  T. Knöppler, Sühne im Neuen Testament. Studien zum urchristlichen Verständnis der Heilsbe-
deutung des Todes Jesu （Neukirchen-Vluyn : Neukirchener Verlag, 2001） 110-173 ; J. Schröter, 
“Sühne, Stellvertretung und Opfer,” in Deutungen des Todes Jesu im Neuen Testament （hrsg. v. J. Frey/
J. Schröter ; WUNT 181 ; Tübingen : Mohr-Siebeck, 2005） 62-63 ; B. Janowski, “Das Leben für 
andere hingeben,” ibid., 110-115 ; J. W. van Henten, “Jewish Martyrdom and Jesus’ Death,” ibid., 
151-155 ; T. Söding, “Sühne durch Stellvertrettung,” ibid., 375-396 ; R. Zimmermann, “Die neutes-
tamentliche Deutung des Todes Jesu als Opfer.　Zur christologischen Koinzidenz von Opfertheologie 
















る。今やこのキリストを通して和解を受けたからである」（ロマ 5 : 6-11私訳）。
　罪人の罪の贖いのための代理の死の運命を引き受けた，キリストの自己犠牲的行為











ストと共にあることは希望の対象であった（Iテサ 4 : 18-25，Iコリ 15 : 12-19）。そ
うした希望の根拠は，キリストが死者のうちから復活したことであった（Iコリ
15 : 1-11）19。キリストの復活は，「最後の敵」である死に対してキリストが勝利した
ことを意味する （Iコリ 15 : 26, 54-55 ; さらに，ヘブ 2 : 14-15を参照）20。キリストを
17　Söding, 379.








6 : 4-5 ; Iテサ 5 : 10-11）21。パウロは特に，死者の復活の観念に対して懐疑的であっ
たコリントの教会の信徒の一部に対して，彼がかつてコリント伝道のときに伝えた福
音の核心として（ロマ 1 : 1-5 ; Iコリ 15 : 1-11），キリストの死（Iコリ 15 : 3）と三
日目の甦り （15 : 4）とを挙げている。キリストの福音の宣教者としての務めも，こ
の復活のキリストとの出会いに由来していた （15 : 5-11）。
　パウロによれば，さらに，キリストを信じて洗礼を受けた者は，キリストと共に十
字架に架けられて（ロマ 6 : 6 ; ガラ 2 : 19），キリストの死に与り，その復活の力に与っ












想が初期ユダヤ教を介して（知 3 : 1-5 ; IVエズラ 7 : 78-101を参照），キリスト教思
想の中に取り入れられて行った。つまり，人間が死ぬと体は滅びるが，魂は天国（神
の許）に昇るという召天，或いは，昇天の思想が形成されて行った。但し，こうした
思想は，新約文書ではまだ周辺的な箇所に出て来るだけである（ルカ 16 : 19-
21　大貫「新約聖書における死の意味」『死と生を考える』168-172頁を参照。
22　詳しくは，Wedderburn, 153-161を参照。
23　O. Cullmann, Immortality of the Soul or Resurrection of the Dead? （London : Epworth, 1958） =O・
クルマン著（間垣洋助訳）『霊魂の不滅か死者の復活か？』聖文舎，1970年を参照
24　H. W. Wolff, Anthropologie des Alten Testaments （München : Kaiser, 1973）＝ H・W・ヴォルフ『旧
約聖書の人間論』日本基督教団出版局，1983年，U. Schnelle,　Neutestamentliche Anthropologie 




31 ; 24 : 43 ; IIコリ 5 : 1-10 ; フィリ 1 : 23 ; 黙 6 : 9-11 ; 7 : 9-17を参照）25。
パウロはフィリピ書の執筆時には，キリストの福音を宣べ伝える活動の故に，エフェ
ソで身柄を拘束され，裁判の結果を待たなければいけない状況にあった（フィリピ





リストと共にある方が望ましいとも語っている（フィリ 1 : 23）。パウロは初代教会
の信仰告白伝承に従って，終わりの時における死者の復活を信じ，そのように繰り返
し，信徒達を教えたのであるが（Iテサ 4 : 18-25，Iコリ 15 : 12-19を参照），同時に，
死後に魂が天に召され，キリストと共にあるという観念も持っていた（IIコリ 5 : 1-





ヨハ 1 : 29において，洗礼者ヨハネは，イエスを指して，「見よ，世の罪を取り除
く神の子羊」と語り，イエスの死が贖罪の意味を持つことを象徴的な言葉で述べてい
る（イザ 53 : 7 ; 使 8 : 32 ; Iペト 1 : 19を参照）。この部分は，伝統的な贖罪論をヨ
ハネによる福音書が前提にしていることを示している（Iヨハ 3 : 5も参照）26。
ヨハネによる福音書に収録されているイエスの別れの説教において，イエスは，「友
25　F. Zeilinger, Der biblische Aufstehungsglaube （Neukirchen-Vluyn : Neukirchener Verlag, 2008） 
147-148を参照。
26　Barth, 49 ; R. Bultmann, Das Evangelium des Johannes （10. Aufl. ; Göttingen : Vandenhoeck & 
Ruprecht ; 1941） 66-67 ; R. E. Brown, The Gospel according to John （2 vols ; AB29 ; Garden City :  
Doubleday, 1967） I 58-63 ; R. Schnackenburg, Das Johannesevangelium （4. Aufl. ; 3 Bde ;  Freiburg :  
Herder, 1979） I 285-289 ; C. K. Barrett, The Gospel according to St. John （2nd ed. ; London : SPCK, 
1978） 176-177 ; U. Wilckens, Das Evangelium nach Johannes （NTD 4 ; Göttingen : Vandenhoeck & 
Ruprecht, 1997） 40-41 ; U. Schnelle, Das Evangelium nach Johannes （ThHKNT 4 ; Leipzig :  Evan-
gelische Verlagsanstalt, 1998） 49-50 ; A. J. Köstenberger, John （Grand Rapids : Baker, 2004） 66-68 ;  








マ 5 : 6-11 ; Iコリ 5 : 14も参照）27。
イエスの十字架上の死は，「挙げられる」とも（3 : 14 ; 8 : 28 ; 12 : 32-34），「栄
光を受ける」とも表現されている（12 : 23 ; 13 : 31-32 ; 17 : 1, 5）。十字架刑はロー
マ帝国によって反逆者に対して下された残虐な刑罰であり，苦難と恥辱の極みである
が（ヘブ 12 : 2を参照），第 4福音書においては神の子の栄光の顕現の時とされてい
るのである28。キリストの十字架は，世を愛して救いのために独り子を与えた神の愛
の顕現である（ヨハ 3 : 16以下を参照）29。
　（2）　イエスの復活・顕現物語
ヨハネによる福音書は，ローマ総督の配下の兵士達によって処刑され，埋葬された









27　Barth, 99-100, 145-147 ; J. Augenstein, Das Liebesgebot im Johannesevangelium und in den 
Johannesbriefen （BWANT 134 ; Stuttgart : Kohlhammer, 1993） 71, 73-74 ; E. E. Popkes, Die Theolo-
gie der Liebe Gottes in den johanneischen Schriften. Zur Semantik der Liebe und zum Motivkreis des 
Dualismus （WUNT II 197 ; Tübingen : Mohr-Siebeck, 2005） 181-183, 309-310.を参照。
28　T. Thüsing, Die Erhöhung und Verherrlichung Jesu im Johannesevangelium （2. Aufl. ;  Münster :  
Aschendorf, 1970） 199-201 ; K. Wengst, Bedrängte Gemeinde und verherrlichter Christus （München :  
Kaiser, 1992）; T. Knöppler, Die theologia crucis des Johannesevangeliums （Neukirchen-Vluyn :  Neu-
kirchener Verlag, 1994） 154-173 ; C. Dietzfelbinger, Der Abschied des Kommenden （WUNT 95 ;  
Tübingen : Mohr-Siebeck, 1997） 283-292 ; H.-U. Weidemann, Der Tod Jesu im Johannesevangelium 








ハ 21 : 15-19）。
　（3）　永遠のいのち
ヨハネによる福音書には，死者の復活と死後の裁きについての伝統的観念を語る部
分は存在するが（ヨハ 5 : 28-29），強調点は，人間の死後の運命よりも，地上の生涯
の中で，人間がキリストとその言葉を信じるかどうかということにある。第四福音書
によれば，今，キリストを信じる者は死から命に既に移っており（5 : 24-27），永遠
の命を得ている（3 : 15, 16 ; 4 : 13-14 ; 6 : 27, 47, 52-58）31。この場合の「いのち」や
「死」とは，人間の生物学的な意味での生命や死ではなく，象徴的・霊的な意味での「い









くある（ダニ 12 : 1-3 ; エチ・エノ 58 : 2 ; 81 : 4 ; スラ・エノ 42 : 6）33。黙示録も黙
示文学の例に漏れず，地上の生活においてイエスへの信実を貫いた人間の死後の幸い
30　この箇所についての詳しい釈義的分析は，Bultmann, 539-540 ; Brown, John II 1048-1051 ;  
Schnackenburg, Johannes III 398-399 ; Barrett, 573-576 ; Wilckens, 316-318 ; Schnelle, Johannes, 
307-309 ; Thyen, 770 ; 原口尚彰『幸いなるかな　初期キリスト教のマカリズム（幸いの宣言）』
新教出版社，2011年，102-106頁を参照。













神に叫び，訴えている（黙 6 : 9-11）34。こうした天上の場面が描かれる前提として，
ヘレニズム期以降ユダヤ教やキリスト教の死生観に影響を与え始めた，人間の魂は死
後に肉体を離れ，生き続けるという観念が存在している（プラトン『パイドン』80A-
81D ; 知 3 : 1-5）35。不義を働く敵への復讐を求める祈りは既に旧約聖書の中に存在す
るが（詩 7 : 7-18 ; 35 : 17-28 ; 55 : 10-24 ; 59 : 6-14 ; 69 : 23-30 ; 79 : 6-13 ;  83 :  13-19 ; 
109 : 8-20 ; 137 : 7-9 ; 139 : 19-22他），義人の死後の魂が神に公正な裁きを求めて
叫ぶ主題は，ユダヤ教黙示文学において展開されている（エチ・エノ 47 : 1-4 ; IVエ
ズ 4 : 35-37）。
黙示録 7章では，白い衣を着た群衆が登場し，ナツメヤシの枝を持ちながら，神と
小羊に讃美の歌を捧げているが，彼らは迫害の中で節を曲げずに命を落とした殉教者











35　D. E. Aune, Revelation 6-16 （WBC 52B ; Nashville, TN : Word, 1998） 403-413を参照。












利した存在であり，その手の内に死と陰府の鍵を持っている（1 : 18 ; 2 : 11）。死と
陰府は死者を吐き出した後に，火と硫黄の池に投げ込まれることになる（20 : 13-14）。
天地の更新の後に，天から新しいエルサレムが下って来るが，そこでは神と人が共












14 : 36），十字架上でイエスが口にした叫びに焦点を当てているが（15 : 34），より
後期の文書であるルカ福音書は，神によって与えられた運命として死をより積極的に
受容し，自らを神に委ねる姿勢を強調している（ルカ 23 : 46）。さらに，ヨハネ福音
37　佐竹明『ヨハネの黙示録』下巻，新教出版社，2009年，333-366頁 ; D. E. Aune, Revelation 






書はイエスが十字架に架けられることを，神の御心の成就（ヨハ 19 : 30），或いは，
神の栄光の顕現としている（12 : 23 ; 13 : 31-32 ; 17 : 1,5）。
パウロ書簡に保存されている初代教会の信仰告白伝承は，イエスの死に救済論的意
義を認めている（ロマ 3 : 25 ; 4 : 25 ; 5 : 6, 8 ; 8 : 32, 35 ; 10 : 9 ; 14 : 15 ; ガラ 1 : 
5 ;  3 : 13 ; Iコリ 5 : 7を参照）。これは神の国の接近を説く指導者の死が宗教運動の
創始者の死という衝撃的な出来事の中に，何らかの積極的な意味を見出そうとする神
学的努力の結果であった。
人間の死を越えた希望について，パウロ書簡は死者の復活の思想と（Iテサ 4 : 18-
25，Iコリ 15 : 12-19），死者の魂の召天の思想を伝えている。死者の復活の根拠は，
キリストが死者のうちから復活したことであった（ロマ 6 : 4-5 ; Iコリ 15 : 1-11 ; I
テサ 5 : 10-11）。霊魂不滅の思想は思想史的にはギリシャ起源であった（プラトン『パ
イドン』80A-81D）。新約聖書においては，旧約・ユダヤ教に起源する死者の復活の
思想が主流である（Iテサ 4 : 18-25，Iコリ 15 : 12-19）。復活思想は肉体を伴った人
間の復活を考えているので，霊魂不滅の思想とは明確に異なる。しかし，死後の魂の
状態への思索を進める過程で，次第に霊魂不滅の思想が初期ユダヤ教を介して（知
3 : 1-5 ; IVエズラ 7 : 78-101を参照），キリスト教思想の中に取り入れられて，人間
が死ぬと体は滅びるが，魂は天国に昇るという召天の思想が形成された。こうした死
後の生の観念は，新約文書ではまだ周辺的な箇所に出て来るだけであるが（ルカ
16 : 19-31 ; 24 : 43 ; IIコリ 5 : 1-10 ; フィリ 1 : 23 ; 黙 6 : 9-11 ; 7 : 9-17を参照），
使徒後時代以降，次第に強くなり（例えば，ディダケー 10 : 2 ; Iクレ 28 :  3 ; 36 : 2 ; 









られて（ロマ 6 : 6 ; ガラ 2 : 19），キリストの死に与り，その復活の力に与って，キ
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